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Strftlomyus albus C 1-2株の土壌中での Imoticidin











Strettomyces albus C 1-2株れ殺菌土を用いた土嬢対抗法で，Corticium centrifugum 
およびRhizoctoniasolaniに示す対抗作用仁ついて，種々条件を変えて実験し，第4報(1959)
では，Strettomyces albus C 1-2株が液体培地で生産する新抗菌物質 Imotici<linを抽出精







対抗放線菌Strettomycesalbus C 1-2株および試験菌 Corticiumcentrifugumの培養と
処理方法は，第2報および第3報で報告した土嬢対抗法の基本方法にしたがった. Imoticidinは
第4報に示した精製物質を用い，土仁処理する場合には少量のメタノール仁溶解した後，水で所定









れた 5 枚のジャーレの土を 300 C で 17~18 時間乾燥した後， 各ジャー レから20gをとり，メタノ





放線菌の土中での生菌密度は potatosucro田 agar(pli 7.0~7.2) を用いて，稀釈平板法





























































































































































第 1表 Slreρlomyce albus C 1-2株の土ー 魅培養の培養日数と土中生菌密度
培養日数 1 2 3 4 5 7 10 15 








b) Streptom伊伺 olbuBC 1-2榛が Cortciumcentrifugumに対抗している編合の h咽ticimn




多少を調べた.また， C. centrifugumの生育の様子も同時仁記録した.l附図 1，2 I 3).第
2表仁調査結果を示すがI Strettomyces albus C 1-2株を C.centrifugumに対抗させた
場合仁も Imoticidinが生産されることがわかった.対抗菌と C.centrifugumを同時に植付けて
第 2表 Streρlomyces albus C 1-2株を c.centrifugum仁対抗させた場合の
Imoticidin土中生産
1 2 3 
Imoticidin生産量 (mcg/g乾土〕 136.0 113.5 83.7 
C. centrifugum生育度(%) 14.4 64.3 
菌 核 形 成 量 --土 土-+
1 : Slreptomyces albus C 1-2株だけ










































































o 0.2 0.5 l' 2 5 石友加用量(0/..)
5.47.07.3 7.7 88 10.0 (繕集前のpH)





d) Imoticidin の生産におよlます石灰の~・ 前記実験c)から，殺菌土中での Imoticidin
の生産に石灰がとく仁有効であることがわかったので， 熔地中の石灰の含量を変えて Imoticidin
の生産量を調べた. 培地重量の0.2，0.5， 1， 2および3%と石灰加用量を変えた培地仁，





Strettomyces albus C 1ー2株が Corticiumcentrijugum 
仁対して殺菌土中で示す抑制効果の解析
2. 




結論することは早計である. しかし，土中での Imoticidinの生産量は βott!iebら(1952)が報
告した Strettomycesvenezuerae仁よる chloromycetinの生産量仁比べてはるかに多いので，
Imoticidinがこれら対抗現象仁かなり重要な役割を果してやると推論することは妥当と考えられる.














D C B 
。
A 区















7.0 6.8 7.2 7.2 7.2 7.2 
































えても試験菌抑制が強くあらわれたの仁比べ， メタノー ルで処理したE区. F区では， 試験菌の生
育は対抗放線菌を培養しなかったC区.D区(土ー量産培地区〉と同じよう仁良好であった. この
実験結果から，少なくとも Strettomycesalbus C 1-2株を矯饗した殺菌土中の.Imoticidin 
を含むメタノール可溶性物質が対抗現象lこ大きな役割を果していたことが明らか仁なった.

































5.5mmの C.centrifugum 80 





各処理の平均を求め， 3 回の実 ~50























































a)土を多量の Imoticldin溶液中に入れた場合の液中の Imoticldin温度の変化 試験管に入
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b)土中に ImoticiJin溶液を加えた犠合の Imoticidin土中漫度の;拘畏 殺菌土および無殺菌
土のそれぞれ10gに Im:>ticidin200mcg/m1 溶液を 5m1ずつ加え(土10g当り Imoticidin 
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40， 60， 80 およびloomcg/gになるよ
??





様の操作で Imoticidinを回牧定量し 40 
た.第9図に3回くり返した実験結果











中， gliotoxin， viridin， griseofulvin， frequentin， gladiolic acidなど多くの物質が土中で生産


















green alfalfa hayを加えた場合仁は1.4mcg/g，oat strawや澱粉を用いた場合仁はほとんE生
産されなかったとしている. また Wright(1954， 1955)はWarehamsoil中での gliotoxin生
産量は Ca(OH)2を加えて土壌 pHを高めると， pH 4.0-7.4の範囲では pHが高いほど増加
し，Penicillium nigricans仁よる griseofulvinの生産量は pHを5.3-6.1仁高めるこ左仁より
増すことを報告している.本報のImoticidinでは，殺菌した畑土でも約 50mcgjg程度生産される
が，硫安，石灰，魅+石灰+砂糖〈土一越培地)を加えた場合には生産量の増加が認められ，

















て，著しく不活性化される.actinomycin (Martin & Gottlieb， 1955)は土に吸着されるが，抗
-138-
菌力が強いので，吸着されず仁残った極少量でも，Baci//us subtilisの発育を抑制し， terramycin 
はpH6.2の土で 2OUmcg/g，pH 5.6の土では500mcg/g以上を加えると，B. tolymyxaの発
育を抑制したと云う.また chloromycetin(Gott1ieb & Siminoff， 1952)はB.subtilisの生育
を10および15mcg/gで或程度抑制Lたと報告されている.Imoticidinの場合では，実験結果仁
示したように， 5仇ncg/gを無殺菌土lこ加えると，少なくとも 3日間，また殺菌土では1仇ncg/gで
2~3 日， 25mcg/gで4日， 5仇ncg/gで6日， 100mcg/g では 8~9 日間それぞれ試験菌抑
制効果がみられた. これらの実験結果L 対抗現象に Imoticidinが果した役割仁ついての考察の
1つの裏付けになるものと考えられる.
Gott1ieb & Siminoff (1952)によると， chlorornycetinは殺菌した自然土中でS.venezuerae 
により生産され， との生産量は或種の有機質を加えることにより増加した. また，彼等ti土中仁加











本報は第2，第3報で報告した Strettomycesalbus C 1-2株の殺菌土および無殺菌土で
の Corticiumcentrifugum仁対する対抗作用に，抗菌物質 Imoticidin(第4報に報告した〉
がどのような役割をもっているかを検討した実験の報告である.
1) Strettomyces albus C 1-2株は殺菌した自然土中で約50mcg/g(乾土)，土一費量培
地で約130mcg/gの Imoticidinを生産した.




4) Strettomyces albus C 1-2株を培養した土ー 量産培地からメタノ-)レ可溶成分(Imoti-
cidinを含む〉を除き， ιcentrifugumを植付けると，放線菌を植えない土一極培地上と同様
に良好な生育を示した.メタノー )1;可溶成分を除かない場合には， C. centrifugumはほとんど生
育できなかった.放線菌を植えない土一越培地のメタノール可溶成分は ιcentrifugumの生育
仁涯とんど影響しなかった.
5)土に Imoticidinを加えた場合，無殺菌土では50および 100mcg(gで3日間 C.centri-
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附図 1 附図 2 
土壊対抗法(培養日数4日) 土壌対抗法〈培養日数4日)
Cont.: C. centrifugumだけ Treat A:対抗放線菌と C.centrifugumを同
時に植えつけ
附図 3 附図 4 
土援対抗予法(培養日数4日) Imoticidinの定量
Treat B:対抗放線菌を C.centrifugumより2 真上から左まわりに 100，75， 50， 25， 10 
日早〈培養，ほとんE完全に抑制していあ mcgjmlの阻止円を示す
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